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In vivoナノイメージングで観えてきた

がん転移メカニズム

がん転移メカニズムの研究は、技術的な困難さから培養皿(in vitro)で主に行われてきた。しかし血管が存在
する腫瘍組織(in vivo)は培養皿と環境が大きく異なるため、がん転移を生理的に理解し治療に役立てるには、
転移に関わる細胞動態を生体内で直接可視化する技術(in vivoイメージング)が重要となる。
我々は、蛍光性ナノ粒子(量子ドット)で標識したがん関連膜蛋白質を独自装置でin vivoイメージングし、位置
精度9nmで細胞膜ダイナミックスを可視化することに成功した。その結果、膜ダイナミックスは、がん転移プロ
セスの進行にともない劇的に変化することを見出した。本セミナーでは、我々のイメージング成果について紹
介するとともに、がん転移の生理的メカニズムについて議論を深めたい。
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